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報告書データ / Report

概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

生物資源としての利用が期待される環境微生物の活性や培養能の評価には、マイク
ロプレート法が一般に用いられている。しかしながら，当該手法は大量の培地・サ
ンプルを要し、スループットの向上が求められている。そこで本研究では、微細加
工技術を用いた作製された微小な培養器アレイを活用し、高スループットかつ定量
的な微生物評価基盤の構築に取り組んだ。

実験
Experimental

【利用した主な装置】
【NPF006】マスクレス露光装置、【NPF008】スピンコーター

【実験方法】
アレイを構成するマイクロパターンの形成にあたっては、はじめにフォトリソグラ
フィ法を用いガラス基板上にネガフォトレジストの鋳型を形成した。その後，ポリ
ジメチルシロキサン（PDMS）に当該レジストパターンを転写・硬化することで、
直径30 μm・容積pLオーダーのマイクロウェルアレイを形成した。その後、作製
したマイクロウェルアレイ中に前培養した大腸菌懸濁溶液を滴下し、ボトムガラス
ディッシュにアレイを貼付した後に、菌の増殖挙動を顕微鏡によって観察した。

結果と考察
Results and Discussion

大腸菌を封入したマイクロウェル中において、明視野観察によって増殖挙動を評価
した（Fig.1・上）。大腸菌懸濁溶液の希釈率を調節することで、各ウェルには０な
いし１個の大腸菌がポアソン分布に従う形で封入されることを確認した。また、培
養時間の経過に伴いウェル内での菌増殖が確認された。このことから、作製したマ
イクロウェルアレイが微小な培養器・観察器として機能することを実証した。
続いて、菌の増殖挙動を非侵襲かつ定量的に評価するため、産生酵素が有する自家
蛍光を観察した。その結果、明視野観察でみられた菌の増殖に伴い蛍光強度も増強
することがわかった。本蛍光像を解析することで、マイクロウェル内における微生
物の増殖挙動を数値化・定量化し得ることが分かった。
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Fig.1培養時間の経過に伴う大腸菌増殖の様子。（上）明視野観察像。（下）蛍光観
察像。
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